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論文内容の要旨
本論文は組織における知の創造・継承のモデ、ルと支援環境の構成に関する研究の成果をまとめたものであり、次の
7 章をもって構成されている。
第 1 章序論においては、本研究の目的および工学上の意義について述べ、本研究で得られた諸成果を概説している。
第 2 章においては、本研究で基礎とした組織的知識創造理論の概要を紹介したうえで、組織における知の創造・継
承活動のモデ、ル・設計・オントロジーの関係を述べている。
第 3 章においては、組織における知の創造・継承のモデ、ルと支援のフレームワークについて述べている。このフレ
ームワークの主要な構成要素が第 4 章で述べる知の創造・継承支援環境 K治rm と第 5 章で述べる学習コンテンツ設
計環境 iDesigner である。
第 4 章においては、組織における知の創造・継承支援環境 Kゐrm について述べている。まず、 Kゐrm のユーザ環
境 K-field • K -ranch house について、ユーザ、の活動と活動場面を類型化し、それぞれでの類型で求められる支援を明
確にした上で、その機能について述べている。次に、組織知メモリサーバ K-granary について、組織の知に関する情
報提供の基盤となる系統グラフを中心に、その構成方法と構成例について述べている。
第 5 章においては、学習コンテンツ設計環境 iDesigner について述べている。学習コンテンツの設計において前提・
意図の不明瞭さから生じる問題を検討し、その問題を解決するために設計の前提・意図の明示化の基盤としてオント
ロジーを導入し、それに基づく学習コンテンツ設計環境 iDesigner の設計と開発を行った。本論文では、オントロジ
ーの役割を中心にして iDesigner の機能的特徴を述べている。
第 6 章においては、組織における知の創造・継承支援に関する関連研究と比較しながら、本研究で提案する組織に
おける知の創造・継承支援フレームワークの特徴を述べている。
第 7 章においては本研究で得られた主な成果をまとめ、今後に残された問題を検討している。
論文審査の結果の要旨
近年、組織やコミュニティにおける知の創造・継承の重要性の認識が高まっており、組織知の成長を支援する情報
? ?? ?
システムに関する研究が多くなされている。しかし、対象としている「知j は抽象的なものであり、モデル化が容易
ではないために、支援システムの構築方法論が確立されていないという問題が指摘されている。本論文では、オント
ロジーに基づいた支援環境の構築方法論を提案し、それに沿った知の創造・継承支援環境の構築を報告している。
組織における知の創造・継承を促進するためには、その指針となる原理・原則的な前提やモデルを明示することと、
組織知とそれに関する活動などの現状を適切に捉えることが重要となる。本論文では、前者に関して経営学における
組織活動の理論を知識工学・教育工学に関する知見に基づいて工学的に再構成したデュアルループモデ、ルを提案し、
後者に関して構成員・媒体の組織内の知に対する役割を把握するための基礎情報として「人・知・媒体・活動」を関
連づけて記憶する組織知メモリを提案している。
ついで、デュアルループモデルと組織知メモリのアイデアを具体化するべく、組織における知の創造・継承支援の
フレームワークの構成原理を示している。このフレームワークは知の創造・継承支援環境 K治1m と学習コンテンツ
設計環境 iDesigner の 2 つのシステムの連携によって構成されている。このフレームワークの構築を通じて、
1 )ユーザ活動のデ、ュアルループモデルに基づ、いた類型に応じた支援機能
2) 組織知メモリ実現のための人・媒体・知・活動の系統的関係の記憶と想起の機能
の 2 つの機能を実現し、その有用性を確認している。
以上のように本論文は、知に関する支援情報システムの構築方法論を提案し、かっこれに基づいた具体的なシステ
ムを構築していることから、今後のナレッジマネジメント支援情報システムの構築、さらには知識工学に寄与すると
ころが大きい。よって博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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